
1. EXCEL リフォーム 

 

EXCEL リフォーム機能はデータの列を指定した順番に入れ替えたデータを作成する機能

です。 

たくさんの項目列があるデータから、データを加工して必要な列のみのデータを作成しま

す。 

 

EXCEL リフォームは「アシスタント」→「ツール」→「EXCEL リフォーム」から行いま

す 。

 

 

 

EXCEL リフォームを選択すると下記のような画面が表示されます。 

 



加工したいデータを画面上にドロップします。 

データの解析が行われ、画面上にデータのプレビュー画面が表示されます。 

 

 

  



プレビュー画面で、抽出列を選択し、「上記の選択列を追加する」をクリックすると、 

下のプレビューウインドウに、選択列が表示されていきます。 

 

 

設定ができましたら「上記の設定でリフォームファイルを出力する」をクリックします。

 



列は基本的に、右に順に増えていきます。 

 

修正をする場合は、設定の修正にチェックを入れます。 

 

 

挿入する場合は、下のプレビューウインドウ内で、列を選択後、右クリックをします。 

 

 

 

「列の追加」＞「右側に列を追加」と選択すると以下のように空白列が挿入されます。 

 

 

  



 

下のプレビューウインドウの空白列を選択し、上のプレビューウインドウから、挿入したい

列を選択、「上記の選択列を追加する」をクリックしてください。 

 

 

以上で挿入が完了します。 

 

 

※上書き保存をする場合は、空白列を挿入せず、 

下のプレビューウインドウで列を選択後、上のプレビューウインドウから上書きしたい

列を選択し、「上記の選択説を修正する」をクリックしてください。 

 

  



抽出したい列の設定が完了したら、「上記の設定でリフォームファイルを出力する」をクリ

ックします。 

 

 

 

生成の確認画面が表示されます。 

 

 

 



続いて、「リフォーム情報登録の確認」画面が表示されます。 

リフォームの設定情報を登録するなら「はい」、処理を中止する場合は「いいえ」を選択し

ます。 

 

 

登録をする場合は、登録名称を入力して下さい。 

 

 

登録完了後、このままコンバートすることも可能です。 

 

 

ファイルは元のデータファイルと同じフォルダ内に生成されます。 

複数シートがある場合、すべてのシートに適用されます。 

  



出力後のファイルでは、下記のように登録した情報のみが生成されます。 

 

 

 

 

 

 

 



登録が完了すると、上部左のプルダウンで選択ができるようになります。 

次回同じ設定を使用する際は、プルダウンから使用したいリフォームの設定を選択してか

らファイルをドロップしてください。 

 

 

※ファイルをドロップするとそのままコンバート画面に進みます。 

コンバート前にファイルを確認したい場合などは、コンバートを一度キャンセルし、データ

が保存してあったフォルダ（もしくは保存先に指定したフォルダ）で、生成されたファイル

をご確認ください。 

 

  



一度登録したリフォーム情報は、リフォーム画面で確認ができます。 

 

 

 

次回リフォーム使用時は、プルダウンから選択後、 

画面上にファイルをドロップして、「上記の設定でリフォームファイルを出力する」を

クリックして下さい。 

 

  



リフォーム情報は、Excel パターンと紐付けをすることが可能です。 

パターン設定画面の、「登録名称の設定画面」下部に、ツールオプションのタブがあります。 

 

「コンバート時に Excel リフォームを使用する」にチェックを入れ、 

紐づけたいリフォームパターンを選択し、パターン設定を更新してください。 

 

 

パターンとリフォームを紐づけると、 

コンバート前に、自動的にリフォーム処理が始まります。 

 

※必ず、「登録名称と Excel ファイルの関連付け」で文字列を登録してください。 

ファイル名とパターンが紐づいていないファイルは、リフォーム処理も自動では行いませ

ん。 

 

 

以上 

 


